











































組織がニューヨーク医科アカデミーに依頼された。座長 G. B. ウォレス博士のもとで本調査
は二つのパートに分かれて実施された。一つ目は本訳にある「社会学的研究」であり，二つ目
は「臨床学的研究」である。
















































































































（1）International Narcotic Education Association.“Marihuana or Indian Hemp and Its
Preparations.”Los Angeles, 1936.
次にあげるのはニューヨーク・デイリーワーカー紙に掲載された 1940年 11月 28日（土）
のコラム記事「ヘルス・アドバイス」である。

























在の米国におけるマリファナの害悪」は，ニューオーリンズの公共安全委員 F. R. ゴミラ博士

















































1939年 10月，警察における調査委員会が L. J. バレンタインを調査班長として立ち上げら
れた。この調査班には 3名の専門委員と警察における麻薬摘発に関わる探偵 1名の協力を得
た。警察チームは高等教育を受けた，調査に最適のバックグラウンドを持つ若い警察官をリス
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1939年 10月から 40年 11月の終わりまでに，警察はマリファナ使用もしくは所持にて
167名を逮捕した。ここでの区分は，白人男性が 33名，女性 4名，肌の白いラティーノ男性
が 26名，女性 2名，黒人男性が 83名，女性 6名，カラードのラティーノ男性が 9名，女性
1名であり，西インド人 1名，フィリピン人 1名，中国人 1名がさらに含まれた。年齢別でみ




























































































































































た，ジャズ奏者メズ・メッツロウの名から取られたものであろう（Mezz Mezzrow & Bernard
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